
























性ないし主体性を軸に据え、いわゆる MLA 連携を意識しながら大学図書館に望むものを語る。 
●講義の構成
１．美術史（学） Art History と美術の歴史 History of Art の方法 
（１）「美術」という制度と「作品」
（２）「傑作」への投資
（３）「もの」としての美術作品の至高性、あるいは「もの」が主張する主体性
（４）米国ウィリアムズ・カレッジの教育研究環境
２．美術史研究者がつくられる環境
（１）ふたつの美術史
・大学での美術史の研究と美術館での美術史の実践
（２）愛知芸術文化センター
・愛知県美術館
	 ・愛知県文化情報センター・アートライブラリー
３．大学図書館に期待するもの
（１）知のショールームとしての大学ミュージアムと
オーソライズされたミュージアム組織をもたない筑波大学の知
（２）（机上の）MLA 連携議論 
（３）筑波大学体芸図書館で「もの」と図書館の至高性あるいは主体性を問う
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